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•  RNA 結合タンパク質 SHEP がミジンコの性決定遺伝子の mRNA の
5́ UTR に結合し、翻訳を抑制することを発見。これは確率的な遺
伝子の転写（ノイズ）をキャンセルするリボスイッチとして働いて
いる。

• 性決定遺伝子の 5´UTR と重複した領域を有する長鎖ノンコーディ
ング RNA(lncRNA) が SHEP をトラップしノイズキャンセルを解除
することを発見。

• SHEP の発現量でノイズキャンセリングの閾値が決まることを発見。
• RNA 結合タンパク質感受性リボスイッチと lncRNA を組み合わせた

ノイズフリーかつ遺伝子発現の閾値のコントロールが可能な人工遺
伝子発現制御システムを開発中。

医療・ヘルスケア分野、創薬関連

リボスイッチを用いた遺伝子発現における
ノイズ及び閾値の制御
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プラズマ殺菌の研究を通じて、過硝酸（HOONO2）溶液
を用いた世界初の殺菌手法を開発した。過硝酸は活性酸
素窒素種の一つとして古くから知られているが、殺菌剤
としてこれまで利用されたことは無い。化学合成で得ら
れた 1M の過硝酸溶液は過酸化水素 10,000% に相当す
る非常に高い殺菌力を有しているが、少なくとも 0.1M
の過硝酸で毒性が無いことが安全性試験で分かった。従
来の殺菌剤と比べて安全性と殺菌力の比が圧倒的に優
れ、これまでの常識を覆す新規の殺菌剤として、医療、
食品、農業分野等での実用化が期待できる。

医療・ヘルスケア分野、食品分野、農業分野

過硝酸溶液を用いた安全・確実な世界初の殺菌手法
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